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１．2024年10月期第３四半期の連結業績（2023年11月１日～2024年７月31日）

（１）連結経営成績 (累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益

親会社の

所有者に帰属する

四半期利益

四半期包括利益

合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年10月期第３四半期 13,511 7.7 1,369 △6.1 1,255 △8.1 865 △5.3 865 △5.3 868 △4.8

2023年10月期第３四半期 12,543 42.4 1,459 52.2 1,366 51.8 914 50.4 914 50.4 912 49.6

基本的１株当たり

四半期利益

希薄化後１株当たり

四半期利益

円 銭 円 銭

2024年10月期第３四半期 60.72 60.47

2023年10月期第３四半期 60.65 60.21

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分

親会社所有者

帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2024年10月期第３四半期 24,910 8,261 8,261 33.2

2023年10月期 24,469 8,691 8,691 35.5

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年10月期 － 0.00 － 28.07 28.07

2024年10月期 － 0.00 －

2024年10月期 (予想) 28.07 28.07

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年10月期の連結業績予想（2023年11月１日～2024年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に

帰属する当期利益

基本的１株当たり

当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,243 8.6 2,000 10.8 1,840 9.4 1,210 7.8 1,210 7.8 80.40

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規 －社 （社名）－、除外 －社 （社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：有

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2024年10月期３Ｑ 15,153,714株 2023年10月期 15,153,714株

② 期末自己株式数 2024年10月期３Ｑ 1,001,055株 2023年10月期 103,755株

③ 期中平均株式数 (四半期累計) 2024年10月期３Ｑ 14,260,454株 2023年10月期３Ｑ 15,074,368株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は

監査法人によるレビュー
： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は

様々な要因により異なる可能性があります。

（決算補足説明資料の入手方法について）

決算補足説明資料はTDnetで同日開示しております。また、当社ウェブサイトにも掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、社会経済活動の正常化に伴って国内消費に力強さが戻るとと

もに、企業における賃上げや価格転嫁の動きが定着しつつあり、景気に緩やかな回復傾向が見られました。

一方で、ロシア・ウクライナ情勢及びイスラエル・パレスチナ問題の長期化により、国際情勢は依然として不安

定な状態にあり、円安による原材料価格やエネルギーコストの高騰を背景として消費者物価に上昇圧力が存在する

など、景気の先行きに関しては不透明な状況が続いております。

(売上収益、売上原価、売上総利益)

売上収益は、前第３四半期連結累計期間比967百万円増加し、13,511百万円(前年同四半期比7.7％増)となりまし

た。直営及びフランチャイズ店舗の積極的な新規出店が主因で、各セグメントにおける売上収益が増収となりまし

た。前第３四半期連結累計期間比で直営美容室運営事業が700百万円、フランチャイズ事業が336百万円、インテリ

アデザイン事業が118百万円、それぞれ増収となりました。

売上原価については、新規出店及びインボイス制度導入(経過措置適用)が主因で、前第３四半期連結累計期間比

で557百万円の増加となり、7,092百万円(同8.5％増)となりました。

この結果、売上総利益は前第３四半期連結累計期間比409百万円増加し、6,418百万円(同6.8％増)となりました。

(販売費及び一般管理費、その他収益、その他費用、営業利益)

販売費及び一般管理費は、直営及びフランチャイズ店舗の積極的な新規出店に伴う固定費の増加や、事業拡大に

伴う人員の増加等により前第３四半期連結累計期間比で547百万円増加し、5,117百万円(同12.0％増)となりまし

た。

その他収益は、前第３四半期連結累計期間比で26百万円増加し、101百万円(同34.7％増)となりました。

その他費用は、前第３四半期連結累計期間比で22百万円減少し、31百万円(同41.2％減)となりました。

この結果、営業利益は前第３四半期連結累計期間比で89百万円減少し、1,369百万円(同6.1％減)となりました。

(金融収益、金融費用、税引前四半期利益)

金融収益は、前第３四半期連結累計期間比で10百万円増加し、10百万円(同50,180.9％増)となりました。

金融費用は、前第３四半期連結累計期間比で31百万円増加し、124百万円(同34.0％増)となりました。

この結果、税引前四半期利益は前第３四半期連結累計期間比で110百万円減少し、1,255百万円(同8.1％減)となり

ました。

(法人所得税費用、四半期利益)

法人所得税費用は、前第３四半期連結累計期間比62百万円減少し、389百万円(同13.8％減)となりました。

四半期利益は、前第３四半期連結累計期間比で48百万円減少し、この結果、四半期利益は865百万円(同5.3％減)

となりました。
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セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

(直営美容室運営事業)

直営美容室運営事業につきましては、新規出店に伴う直営店舗増加及び既存店の増収により、美容サービス収益

が増加いたしました。また、新規出店及びインボイス制度導入(経過措置適用)が主因で売上原価が増加いたしまし

た。この結果、売上収益は11,113百万円(同6.7％増)、外部収益は11,113百万円(同6.7％増)、セグメント利益は112

百万円(同71.2％減)となりました。

(フランチャイズ事業)

フランチャイズ事業につきましては、フランチャイズ店舗の新規出店及び既存店の増収により、ロイヤリティー

収益が増加いたしました。この結果、売上収益は2,016百万円(同20.0％増)、外部収益は1,195百万円(同23.3％増)、

セグメント利益は833百万円(同22.8％増)となりました。

(インテリアデザイン事業)

インテリアデザイン事業につきましては、直営店舗及びフランチャイズ店舗の新規出店により、内装工事等の受

注が増加いたしました。また、外部向けで受注した工事の売上総利益率が低かったことから売上総利益率が悪化い

たしました。この結果、売上収益は1,772百万円(同7.2％増)、外部収益は1,202百万円(同3.5％増)、セグメント利

益は84百万円(同39.2％減)となりました。

(2) 財政状態に関する説明

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べ22百万円減少し、4,169百万円となりました。これは主として、現金及び現

金同等物の増加29百万円、営業債権及びその他の債権の増加216百万円、棚卸資産の増加51百万円、その他の流動資

産の減少320百万円等によるものであります。非流動資産は、前連結会計年度末に比べ463百万円増加し、20,741百

万円となりました。これは主として、有形固定資産の増加124百万円、使用権資産の増加268百万円、無形資産の増

加31百万円、その他の金融資産(非流動)の増加40百万円等によるものであります。

この結果、資産は、前連結会計年度末に比べ440百万円増加し、24,910百万円となりました。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べ260百万円増加し、5,403百万円となりました。これは主として、営業債務

及びその他の債務の増加26百万円、借入金(流動)の増加498百万円、リース負債(流動)の増加101百万円、納付等に

伴う未払法人所得税等の減少369百万円等によるものであります。非流動負債は、前連結会計年度末に比べ610百万

円増加し、11,246百万円となりました。これは主として、借入金(非流動)の増加413百万円、リース負債(非流動)の

増加147百万円、引当金(非流動)の増加50百万円等によるものであります。

この結果、負債は、前連結会計年度末に比べ871百万円増加し、16,649百万円となりました。

(資本)

資本は、前連結会計年度末に比べ430百万円減少し、8,261百万円となりました。これは主として、自己株式の取

得による減少884百万円、親会社の所有者に帰属する四半期利益による利益剰余金の増加865百万円と配当に伴う利

益剰余金の減少422百万円との差額による利益剰余金の増加443百万円等によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの概況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比

べ29百万円増加し、2,355百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により増加した資金は2,331百万円(前年同期は2,113百万円の増加)となりました。これは主に増加要因

として税引前四半期利益1,255百万円(前年同期比110百万円の減少)、減価償却費及び償却費1,641百万円(前年同期

比150百万円の増加)、営業債務及びその他の債務の増加155百万円(前年同期比130百万円の増加)等に対し、営業債

権及びその他の債権の増加216百万円(前年同期比72百万円の増加)、棚卸資産の増加51百万円(前年同期比19百万円

の減少)、法人所得税の支払額764百万円(前年同期比240百万円の増加)等の資金減少要因があったことによるもので

あります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により減少した資金は678百万円(前年同期は425百万円の減少)となりました。これは主に有形固定資産

の取得による支出603百万円(前年同期比237百万円の増加)、無形資産の取得による支出56百万円(前年同期比41百万

円の増加)等の資金減少要因があったことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により減少した資金は1,626百万円(前年同期は1,747百万円の減少)となりました。これは主に長期借入

れによる収入1,769百万円(前年同期は該当なし)に対し、長期借入金の返済による支出1,011百万円(前年同期比524

百万円の増加)、リース負債の返済による支出1,219百万円(前年同期比148百万円の増加)、配当金の支払額422百万

円(前年同期0百万円の増加)、自己株式の取得による支出884百万円(前年同期は該当なし)等の資金減少要因があっ

たことによるものであります。

(4) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年12月15日付で公表いたしました2024年10月期通期業績予想に変更はありません。なお、本資料に記載され

ている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年７月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 2,325 2,355

営業債権及びその他の債権 938 1,155

棚卸資産 131 183

その他の流動資産 795 475

流動資産合計 4,191 4,169

非流動資産

有形固定資産 1,497 1,621

使用権資産 4,678 4,946

のれん 8,488 8,488

無形資産 4,390 4,422

その他の金融資産 588 628

繰延税金資産 578 578

その他の非流動資産 56 55

非流動資産合計 20,278 20,741

資産合計 24,469 24,910
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年７月31日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 1,074 1,100

契約負債 53 74

借入金 1,657 2,155

リース負債 1,434 1,535

未払法人所得税等 406 36

その他の流動負債 515 500

流動負債合計 5,142 5,403

非流動負債

借入金 5,372 5,785

リース負債 3,179 3,327

引当金 785 835

繰延税金負債 1,297 1,297

非流動負債合計 10,635 11,246

負債合計 15,778 16,649

資本

資本金 194 194

資本剰余金 5,002 5,001

利益剰余金 3,598 4,041

自己株式 △111 △995

その他の資本の構成要素 7 18

親会社の所有者に帰属する持分合計 8,691 8,261

資本合計 8,691 8,261

負債及び資本合計 24,469 24,910
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2022年11月１日
至 2023年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年11月１日
至 2024年７月31日)

売上収益 12,543 13,511

売上原価 △6,535 △7,092

売上総利益 6,008 6,418

販売費及び一般管理費 △4,570 △5,117

その他収益 75 101

その他費用 △53 △31

営業利益 1,459 1,369

金融収益 0 10

金融費用 △93 △124

税引前四半期利益 1,366 1,255

法人所得税費用 △451 △389

四半期利益 914 865

四半期利益の帰属

親会社の所有者 914 865

四半期利益 914 865

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 60.65 60.72

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 60.21 60.47
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第３四半期連結会計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 2023年５月１日
至 2023年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 2024年５月１日
至 2024年７月31日)

売上収益 4,365 4,766

売上原価 △2,295 △2,507

売上総利益 2,069 2,258

販売費及び一般管理費 △1,526 △1,739

その他収益 55 67

その他費用 △30 △18

営業利益 568 567

金融収益 △0 2

金融費用 △25 △39

税引前四半期利益 543 530

法人所得税費用 △183 △167

四半期利益 359 362

四半期利益の帰属

親会社の所有者 359 362

四半期利益 359 362

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 23.83 25.63

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 23.68 25.53
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（要約四半期連結包括利益計算書）

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2022年11月１日
至 2023年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年11月１日
至 2024年７月31日)

四半期利益 914 865

その他の包括利益

純損益に振り替えられる可能性のある
項目

在外営業活動体の換算差額 △1 2

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

△1 2

税引後その他の包括利益 △1 2

四半期包括利益 912 868

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 912 868

四半期包括利益 912 868
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第３四半期連結会計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 2023年５月１日
至 2023年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 2024年５月１日
至 2024年７月31日)

四半期利益 359 362

その他の包括利益

純損益に振り替えられる可能性のある
項目

在外営業活動体の換算差額 2 0

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

2 0

税引後その他の包括利益 2 0

四半期包括利益 361 362

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 361 362

四半期包括利益 361 362
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式

その他の資本の
構成要素 親会社の

所有者に
帰属する
持分合計

資本合計
新株
予約権

その他の
包括利益
累計額

2022年11月１日時点の

残高
169 4,977 2,754 － 0 6 7,910 7,910

会計方針の変更による

累積的影響額
－ － 142 － － － 142 142

会計方針の変更を反映

した当期首残高
169 4,977 2,897 － 0 6 8,052 8,052

四半期利益 － － 914 － － － 914 914

その他の包括利益 － － － － － △1 △1 △1

四半期包括利益合計 － － 914 － － △1 912 912

新株の発行 2 1 － － － － 3 3

新株予約権の発行 － － － － － － － －

新株予約権の行使 13 13 － － △0 － 26 26

剰余金の配当 － － △421 － － － △421 △421

自己株式の取得 － － － － － － － －

所有者との取引額合計 15 14 △421 － △0 － △391 △391

2023年７月31日時点の

残高
185 4,992 3,390 － 0 5 8,573 8,573

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式

その他の資本の
構成要素 親会社の

所有者に
帰属する
持分合計

資本合計
新株
予約権

その他の
包括利益
累計額

2023年11月１日時点の

残高
194 5,002 3,598 △111 0 7 8,691 8,691

四半期利益 － － 865 － － － 865 865

その他の包括利益 － － － － － 2 2 2

四半期包括利益合計 － － 865 － － 2 868 868

新株の発行 － △0 － － － － △0 △0

新株予約権の発行 － － － － 7 － 7 7

新株予約権の行使 － － － － － － － －

剰余金の配当 － － △422 － － － △422 △422

自己株式の取得 － － － △884 － － △884 △884

所有者との取引額合計 － △0 △422 △884 7 － △1,299 △1,299

2024年７月31日時点の

残高
194 5,001 4,041 △995 8 10 8,261 8,261
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2022年11月１日
至 2023年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年11月１日
至 2024年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 1,366 1,255

減価償却費及び償却費 1,491 1,641

金融収益及び金融費用 93 114

固定資産除売却損益（△は益） 7 △9

営業債権及びその他の債権の増減額
（△は増加）

△144 △216

棚卸資産の増減額（△は増加） △70 △51

営業債務及びその他の債務の増減額
（△は減少）

25 155

契約負債の増減額（△は減少） △0 20

その他 △53 282

小計 2,713 3,192

利息の受取額 0 1

利息の支払額 △76 △97

法人所得税の支払額又は還付額
（△は支払）

△523 △764

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,113 2,331

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △365 △603

有形固定資産の売却による収入 44 38

無形資産の取得による支出 △15 △56

差入保証金の差入による支出 △51 △56

差入保証金の回収による収入 14 18

その他 △51 △18

投資活動によるキャッシュ・フロー △425 △678

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 202 155

長期借入れによる収入 － 1,769

長期借入金の返済による支出 △486 △1,011

リース負債の返済による支出 △1,070 △1,219

配当金の支払額 △421 △422

株式の発行による収入 29 6

自己株式の取得による支出 － △884

その他 － △19

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,747 △1,626

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △56 29

現金及び現金同等物の期首残高 1,941 2,325

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,884 2,355
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

要約四半期連結財務諸表において適用する重要性がある会計方針は、以下を除き、前連結会計年度に係る連結財務

諸表において適用した会計方針と同一であります。

なお、当第３四半期連結累計期間の法人所得税費用は、見積年次実効税率を基に算定しております。

基準書 基準名 新設・改訂の概要

IAS第12号 法人所得税 リース及び廃棄義務に係る繰延税金の会計処理を明確化

IAS第12号「法人所得税」 (2021年５月改訂)の適用により、取引時に同額の将来加算一時差異と将来減算一時差異を

生じさせる取引に関する当初認識時の会計処理が明確化され、当該将来加算一時差異と将来減算一時差異について繰

延税金負債及び繰延税金資産が連結財政状態計算書にそれぞれ認識されることとなります。

同基準の適用により前連結会計年度の連結財務諸表を遡及修正しております。この結果、要約四半期連結財政状態

計算書において、前連結会計年度末の繰延税金資産が123百万円増加、繰延税金負債が32百万円減少、利益剰余金が

156百万円増加しております。

なお、上記基準の適用による累積的影響額が反映されたことにより、要約四半期連結持分変動計算書において、前

第３四半期連結累計期間の利益剰余金の期首残高が142百万円増加しております。
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（セグメント情報）

(1) 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営

者が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは持株会社体制をとっており、当社は持株会社としてグループ経営戦略の策定及びグループ会社の

経営指導等を行い、各子会社において事業活動を展開しております。当社グループは、事業の種類別に「直営美容

室運営事業」、「フランチャイズ事業」及び「インテリアデザイン事業」の３つを報告セグメントとしておりま

す。

直営美容室運営事業は、当社グループにおける直営店舗の運営による美容サービスの提供を行っております。

フランチャイズ事業は、当社グループのフランチャイズ加盟店に対して、経営指導、企業ノウハウ及び教育研修

の提供、プライベートブランド商品の販売、材料仕入、広告代理業務、採用、経理や管理業務の代行等を行ってお

ります。

インテリアデザイン事業は、美容室等の内装デザインや施工業者のアレンジ等のサービス提供を行っておりま

す。

(2) 報告セグメントに関する情報

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。なお、セグメント間の売上収益は、市場実勢価格

に基づいております。

前第３四半期連結累計期間(自 2022年11月１日 至 2023年７月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

要約四半期
連結財務諸
表計上額

直営美容室
運営事業

フランチャ
イズ事業

インテリア
デザイン

事業
計

売上収益

外部収益 10,413 969 1,161 12,543 － 12,543 － 12,543

セグメント間収益 － 711 491 1,203 651 1,854 △1,854 －

計 10,413 1,680 1,653 13,747 651 14,398 △1,854 12,543

セグメント利益 392 679 139 1,210 338 1,549 △90 1,459

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、本社管理事業等を含んでおり

ます。

２．調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

当第３四半期連結累計期間(自 2023年11月１日 至 2024年７月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

要約四半期
連結財務諸
表計上額

直営美容室
運営事業

フランチャ
イズ事業

インテリア
デザイン

事業
計

売上収益

外部収益 11,113 1,195 1,202 13,511 － 13,511 － 13,511

セグメント間収益 － 821 569 1,391 731 2,122 △2,122 －

計 11,113 2,016 1,772 14,902 731 15,633 △2,122 13,511

セグメント利益 112 833 84 1,031 389 1,420 △50 1,369

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、本社管理事業等を含んでおり

ます。

２．調整額は、主にセグメント間取引消去であります。



株式会社AB＆Company (9251) 2024年10月期 第３四半期決算短信

― 15 ―

（１株当たり情報）

(第３四半期連結累計期間)

(1) 基本的１株当たり四半期利益の算定上の基礎

前第３四半期連結累計期間
(自 2022年11月１日
至 2023年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年11月１日
至 2024年７月31日)

親会社の所有者に帰属する四半期利益(百万円) 914 865

期中平均普通株式数(株) 15,074,368 14,260,454

基本的１株当たり四半期利益(円) 60.65 60.72

(2) 希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎

前第３四半期連結累計期間
(自 2022年11月１日
至 2023年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年11月１日
至 2024年７月31日)

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する
四半期利益(百万円)

914 865

期中平均普通株式数(株) 15,074,368 14,260,454

普通株式増加数

ストック・オプション(株) 110,558 58,349

希薄化後の期中平均普通株式数(株) 15,184,926 14,318,803

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 60.21 60.47

(第３四半期連結会計期間)

(1) 基本的１株当たり四半期利益の算定上の基礎

前第３四半期連結会計期間
(自 2023年５月１日
至 2023年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 2024年５月１日
至 2024年７月31日)

親会社の所有者に帰属する四半期利益(百万円) 359 362

期中平均普通株式数(株) 15,100,859 14,152,659

基本的１株当たり四半期利益(円) 23.83 25.63

(2) 希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎

前第３四半期連結会計期間
(自 2023年５月１日
至 2023年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 2024年５月１日
至 2024年７月31日)

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する
四半期利益(百万円)

359 362

期中平均普通株式数(株) 15,100,859 14,152,659

普通株式増加数

ストック・オプション(株) 98,265 58,237

希薄化後の期中平均普通株式数(株) 15,199,124 14,210,896

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 23.68 25.53

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


